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この度，上記製品につきまして「使用上の注意」の一部を改訂（下線部）致しましたので，お知らせ申し

上げます。 
なお，改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数が必要ですので，今後のご使用

に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 
 

＜改訂内容＞ （   ：自主改訂） 

新 旧 

 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1. （現行通り） 

2. モノアミン酸化酵素阻害剤を投与中あるいは投与中

止後 2週間以内の患者（「相互作用」の項参照） 

 

3. （現行通り） 
 

 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1. （略） 

2. モノアミン酸化酵素阻害剤を投与中の患者（「相互作

用」の項参照） 

 

3. （略） 
 

3. 相互作用 

(1) 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・ 

措置方法 

機序・危険因子 

モノアミン酸

化酵素阻害剤 

 セレギリン 

 塩酸塩（エフ 

ピー） 

ラサギリン

メシル酸塩

（アジレク

ト） 

サフィナミ

ドメシル酸

塩（エクフィ

ナ） 

他の抗うつ剤で併

用により発汗、不

穏、全身痙攣、異常

高熱、昏睡等の症状

があらわれること

が報告されている。

モノアミン酸化酵

素阻害剤の投与を

受けた患者に本剤

を投与する場合に

は、少なくとも 2週

間の間隔をおき、ま

た、本剤からモノア

ミン酸化酵素阻害

剤に切り替えると

きは 2～3 日間の間

隔をおくことが望

ましい。 

主にモノアミン

酸化酵素阻害剤

による神経外ア

ミン総量の増加

及び抗うつ剤に

よるモノアミン

作動性神経終末

におけるアミン

再取り込み阻害

によると考えら

れている。 

 

3. 相互作用 

(1) 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・ 

措置方法 

機序・危険因子 

モノアミン酸

化酵素阻害剤 

 セレギリン 

 塩酸塩（エ 

フピー） 

他の抗うつ剤で併

用により発汗、不

穏、全身痙攣、異常

高熱、昏睡等の症状

があらわれること

が報告されている。

モノアミン酸化酵

素阻害剤の投与を

受けた患者に本剤

を投与する場合に

は、少なくとも 2週

間の間隔をおき、ま

た、本剤からモノア

ミン酸化酵素阻害

剤に切り替えると

きは 2～3 日間の間

隔をおくことが望

ましい。 

主にモノアミン

酸化酵素阻害剤

による神経外ア

ミン総量の増加

及び抗うつ剤に

よるモノアミン

作動性神経終末

におけるアミン

再取り込み阻害

によると考えら

れている。 

 

 



＜改訂内容 続き＞ （   ：自主改訂） 

新 旧 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置

方法 

機序・危険因子 

（現行通り） 

5-HT1B/1D 受 容体

作動薬 

スマトリプタン 

コハク酸塩等 

（現行通り） 

リスデキサンフ

ェタミンメシル

酸塩 

セロトニン症候

群があらわれる

おそれがある。 

本剤はセロトニ

ン再取り込み阻

害作用を有する

ため、併用により

セロトニン作用

が増強するおそ

れがある。 

メチルチオニニ

ウム塩化物水和

物 

（メチレンブル 

ー） 

（現行通り） 

（現行通り） 
 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置

方法 

機序・危険因子 

（略） 

5-HT1B/1D 受 容 体

作動薬 

スマトリプタン 

コハク酸塩等 

（略） 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

メチルチオニニ

ウム塩化物水和

物 

（メチレンブル 

ー） 

（略） 

（略） 
 

 

 

＜改訂理由＞ 

ラサギリンメシル酸塩製剤、サフィナミドメシル酸塩製剤の使用上の注意においてミルナシプラン塩酸

塩製剤との併用に関し、併用禁忌と記載されており、リスデキサンフェタミンメシル酸塩製剤ではミルナ

シプラン塩酸塩製剤との併用に関し、併用注意と記載されていることから、本剤についても同様にラサギ

リンメシル酸塩製剤、サフィナミドメシル酸塩製剤及びリスデキサンフェタミンメシル酸塩製剤との併用

に関し、それぞれ併用禁忌、併用注意とする使用上の注意の改訂を行うこととしました。 

 また、モノアミン酸化酵素阻害剤において、モノアミン酸化酵素阻害剤の中止後に本剤を投与する場合、

2 週間以上の間隔をおくことと使用上の注意に記載されていることから、本剤においても同様に追記致し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の改訂内容につきましては，日本製薬団体連合会発行の「DRUG SAFETY UPDATE（DSU）医薬品安全対策情報 

No.285」（2019年 12月発行）に掲載の予定です。 

また，改訂後の添付文書は医薬品医療機器総合機構ホームページ（ http://www.pmda.go.jp/ ）ならびに弊社ホーム

ページ「医療関係者の皆さまへ」（ https://www.nichiiko.co.jp/medicine/ ）に掲載いたします。 

ミルナシプラン塩酸塩 19-041A 

 


